
Ⅲ．お知らせコーナー
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会員（組合員）各位

（一社）愛媛県自動車整備振興会

愛媛県自動車整備商工組合

　拝啓　時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は

振興会・商工組合事業にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。

　さて、10月１日からの消費税率の引き上げに伴い、消費税引き上

げ前後の取扱商品の対応については、商品のご注文日に係わらず、

納品・引渡日が令和元年10月１日以降となる場合には、消費税10％

にて請求いたしますので、ご了承願います。

　何卒ご理解いただきますよう、お願い申し上げます。

敬具

消費税率の引き上げに伴う
取扱商品について
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愛媛県交通安全協会へ
反射シールを寄贈

毎年行っている公益活動の一環として、今年度も交通安全対策に役立ててもらいたく夜

間の歩行者の交通事故防止につながるよう靴に貼ることが出来る『反射シール』6,180セッ

トを愛媛県交通安全協会に寄贈しました。

贈呈式は、８月19日に愛媛県警察本部にて行われ、日野会長があいさつを行い、愛媛県

交通安全協会の中川専務理事へ目録を手渡しました。寄贈した反射シールは、各地区交通

安全協会、警察等が秋の交通安全運動期間中や街頭活動時に歩行者へ直接貼付し活用され

るとのことです。

なお、当日の贈呈式には、地元新聞社やテレビ局が取材に訪れており報道されました。
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『職場体験学習』の受け入れにご協力ください『職場体験学習』の受け入れにご協力ください

　整備士不足が問題視される昨今、子供たちに自動車に興味を持ってもらい、その興味を

持続させることが重要です。会員の皆様の事業場で整備士の仕事を体験してもらい、少し

でも自動車に興味を持ってもらえるよう、自動車整備士が子供たちの進路の選択肢となる

よう、『職場体験学習』の受け入れにご協力ください。

１．受け入れが決まったら
　振興会から、人数分の記念品をご用意いたしますので、実施予定日及び受け入れ人数

のご報告をお願いいたします。

２．職場体験学習が終わったら
○　作業内容

　　　実施した作業内容を、できるだけ具体的に記入してください。

○　学生の感想など

　　　体験してみた感想など、学生からの主な意見を記入してください。

○　指導者の方から学生に一言！

　　　指導された方から学生に贈る言葉があれば、ご記入ください。

　また、作業中に撮影された写真がありましたら、情報誌やホームページで使用していい

かご確認の上、振興会までお送りください。
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振興会・指導課宛て
ＦＡＸ：０８９－９５６－２１８８

職場体験受入計画書　兼　実施報告書

ブロック　　　　　　　　　　

事業場名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご担当者様　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．実施予定

実施予定日
令和　　　　年　　　　月　　　　日　から

令和　　　　年　　　　月　　　　日　の　　　　　　日間

依頼のあった学校名
及び受入人数

学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

２．実施結果

作業内容

（実施した作業内容を、できるだけ具体的に記入してください。）

学生の感想など

指導者の方から学生に
一言！

○　学校及び体験した生徒から、作業中の写真の公開をご了解いただけた場合は、振興会・指導課の
下記メールアドレスまで、写真のご提供をお願いします。

写真の掲載可否
情　報　誌 ホームページ

可　　・　　否 可　　・　　否

写真データの送信先：振興会・指導課　sidou@easpa.jp
（メールの件名を、『○月○日　職場体験』として送信してください。）

ご協力、ありがとうございました。
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　全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例（苦情・問い合せ含む）のうち、今月は、８件を掲載いたします。

Ｃａｓｅ１　トランスミッションの不具合を最後まで
面倒見て欲しい
平成31年３月11日　兵庫県　男性
車名：輸入車　　登録年月：平成12年
走行距離：不明

【相談】
ディーラーでトランスミッション（ＡＴ）を持込み

にて交換作業して貰ったが、交換作業終了後の作動確

認でシフトがバックに入らない症状が確認された。ト

ランスミッションは、５年程前に他の専門店で手持ち

分をオーバーホールして貰い自宅で保管していたもの

だと言う。その専門店に問い合わせをすると、今回の

場合は保証しないでもないが、実際にトランスミッ

ションを分解してオーバーホール時に原因があると確

認できれば保証をするとの答えであった。その答えを

持ってディーラーの担当者に伝えると、当事業場には

この車両のサービスマニュアルがなく既に部品も多数

欠品が出ているので、分解すると組み立てできない可

能性があるので、このトランスミッションの分解整備

はできないと言われた。ディーラーとして、ユーザー

からの依頼が有ればどんなことをしても作業するのが

使命ではないか？振興会からディーラーに意見して貰

えないか？という問い合わせ。

【対応】
珍しく相談者が来会されたので対面で応対した。

ディーラーということで検索してみると会員工場では

あったが、まずは詳細を聞くことから始めた。その中

で振興会の立ち位置や成り立ちを説明し、できること、

できないことを理解して貰えるように話をしたが、相

談者の希望が『振興会からディーラーに意見して貰い

たい』という振興会の立場を超えるものであったの

で、それに関してはできないとお断りした。心情的に

はディーラーで、全てを任せ原因究明の上で最後まで

作業をして貰えれば言うことはないが、先に専門店で

オーバーホールだけを頼み５年間もトランスミッショ

ンを寝かしていたのも相談者。今回のディーラーの動

きに何の落ち度もないと思える。受けるのも受けない

のもディーラーの自由であると伝えた。今回の場合、

専門店の対応が門前払いということでもないので、も

う少し話をしてみても良いのではないか。専門店の保

証を受ける条件がトランスミッションを分解しての確

認と言うが、例えばディーラーで分解をしていない診

断でも良いか？それ以外にも、ディーラーで分解整備

をして費用が掛かっても構わないと考えているのであ

れば、分解整備は専門店に依頼し、トランスミッショ

ンの脱着をディーラーに依頼するのも一つの方法かも

しれない。現状では動きようがないので、ディーラー

に押し付けるという一つの方法ではなく他の選択肢も

考えて欲しいとお願いした。相談者はディーラーと専

門店、それ以外にも他の事業者も視野に入れて考えて

みると言って帰った。数日後に相談者から電話があり、

ディーラーの担当者に現状で分かり得る情報をデータ

にして貰ったので、これを使い専門店に交渉してみる

と言っていた。

Ｃａｓｅ２　車検後、ディーラーから「危ないから乗
るな」と言われている
平成31年３月22日　大阪府　男性
車名：軽自動車　　登録年月：不明　　走行距離：不明

全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例のご紹介
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【相談】
「自分の姉の話ですが」と前置きがあり相談が始まっ

た。先日、交差点でハンドルが動かなくなったので（エ

ンジンは掛かっていた）、何とかハンドルを回して交

差点の外に移動した。しばらく停車していたらハンド

ルが正常に回せるようになったので、急いで家に帰り

ディーラーに電話した。担当者が引き取りに来て、車

検の時期も近い事を言われたので車検の見積りとハ

ンドルが動かなかった事を調べて貰うように伝えて、

持って帰って貰った。２日後ディーラーから連絡があ

り、「車検の整備は完了したが、ハンドルの部品の納

期が掛かるので一旦納車します」と言われた。車検と

ハンドルの見積りをお願いしたのに車検は終わってハ

ンドルの部品も発注までされている事に苦情を言った

が、「納車した時に説明する」と言って納車された。

自分としたらこの車が気に入っているので少々金額が

掛かっても修理するつもりではいた。見積り連絡が無

かった事の不満を言ったが、結局車検代とハンドルの

未作業分４万円をカード払いさせられた。数日後、部

品入荷の連絡が有り入庫した。夕方になって「ハンド

ルがえらい事になっています」との連絡があり夜に納

車されてきた。「追加で10万円かかりますがどうしま

すか。良く考えて連絡して下さい。危ないので乗らな

いで下さい」と言って、色々説明するが内容が理解で

きないまま車を置いて帰って行った。姉は修理の依頼

をしていないのに勝手に作業された。車検を済ませて

おいて「危ないから乗るな」と言うようなディーラー

の対応はおかしくないのか？こちらとしたら車を返す

から車検代とハンドルの修理代を返金して貰いたい。

消費者センターに電話したら「車の事は振興会に電話

して」と言われたので電話した。

【対応】
振興会の立ち位置を説明し、「車を返し返金を要

求している事を伝える事だけはできますが、それを

ディーラーに命令するような強制力は有りません。

ディーラーとお姉様との話し合いになります。私も

ディーラーの説明、対応のことが引っかかるので事実

確認の電話をさせて頂きたいのですが、電話番号等の

情報を教えて貰えないでしょうか」と伝えたところ、

相談者は「電話番号等の情報は姉に聞かないとわかり

ません。今月末にディーラーの責任者と話をする予定

になっているので振興会に圧力を掛けて貰いたくて電

話しました。姉と相談して、必要ならまた情報を連絡

します」と言って、電話を切った。

Ｃａｓｅ３　キーホルダーが紛失し、燃料も減ってい
た
平成31年３月29日　和歌山県　女性
車名：輸入車　　登録年月：不明
走行距離：26,888㎞

【相談】
相談者は振興会相談窓口を訪ねて来た。

平成31年２月23日、後退時に左後部を自損した。３

月６日、以前より任意保険で取引きがあったＩ自動車

（認証工場）へ板金修理の依頼を行ったところ、業務

対象外のため相談者の了承の下、Ｈ鈑金塗装（認証工

場）へ外注を行った。３月16日、板金塗装が完了し納

車されたが、相談者が確認したところキーホルダーが

無くなっており、また燃料も減り過ぎていることに気

付き、依頼先のＩ自動車に相談したとのこと。Ｉ自動

車はキーホルダーの件については入庫時に存在を確認

しており、非を認め５千円を送金してくれた。ガソリ

ンの減少についても外注先のＨ鈑金塗装に確認してく

れたが、外注先は素っ気ない態度で「知らない」の一

言のみとのこと。相談者はＩ自動車へ依頼時及び納車

時のオドメーター及び燃料計の写真を持参し、また普

段の燃料消費に関する詳細資料も持参の上、次の主張

をした。

・Ｉ自動車へ依頼時の走行距離 ：２万6,722㎞、燃料計

メモリ：13／20

・Ｉ自動車より納車時の走行距離：２万6,739㎞、燃料

計メモリ：11／20

依頼者の平均燃費は24㎞ / Ｌであり、燃料計メモリ
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より約3.5Ｌ減少していることから、17㎞走行すること

により、84㎞走行できる燃料が盗まれた可能性がある

と主張。

【対応】
依頼したＩ自動車、外注先のＨ鈑金塗装共に当会会

員工場であり、過去にトラブルがない事業者であるこ

とを説明。また、昨年９月の台風21号以降、板金需要

が逼迫し現在まで影響している環境を説明すると共

に、忙しい環境下、作業場や塗装ブース・保管場所等

の移動の必要性を説明し、通常よりも燃費は悪くなる

のはやむを得ないことへの理解を求めた。相談者は理

解を示しつつも、それでも燃料減少量は理解の度を超

えているとのこと。

相談窓口として、相談者の了解を得て、依頼先のＩ

自動車へ連絡を行い、Ｉ自動車の了解があればＨ鈑金

塗装へも事実関係を質問する結論で相談者は納得し

た。３月29日、Ｉ自動車へ架電し説明。Ｉ自動車より

外注先のＨ鈑金塗装へ抗議する旨を確認。同時に相談

者へ架電し、当件を終了した。

Ｃａｓｅ４　外国人には分からないだろうと料金を高
くされた
平成31年４月１日　大阪府　男性
車名：輸入車　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
電話をかけてきたのは日本名を名乗る女性であった

が、相談者（当事者）は片言の日本語しか話せない外

国人男性なので、二人から交互に聴取した。オークショ

ンで車検切れの車両を買い、友人に紹介された整備工

場に車検をお願いしたところ、口頭で「総額14万円位」

と見積もられ、「税金が必要」と言われたので14万円

を先払いした。車両は自分で自賠責保険に加入し、臨

番を借りて持ち込んだ。車検が終わり引き取りに行っ

たところ、「年式が新しく、取得税が３万円余かかっ

たので先にもらった分から払ったが、残り８万４千円

を請求する」と言われた。取得税は仕方ないが、口頭

で見積もられた金額をかなりオーバーしており、不審

に思いながらも支払ったが、見積書も作業明細ももら

えず、内訳も書かれていない領収書だけが渡された。

私が外国人で何も分からないだろうと思って騙したの

だろうか。日本ではこれが普通のやり方なのかと疑問

を感じ、インターネットで調べて振興会に電話した。

【対応】
振興会の立ち位置を説明、車検に係る法定費用や整

備内容、依頼者に概算見積書を交付しなければならな

いこと、追加すべき作業があれば、依頼者の承諾を得

てから作業しなければならないことなどを説明したう

えで、「整備工場とよく話し合いをして、不満が解消

できるよう説明を受けて下さい」と伝えて、電話を切っ

た。その後、相談者からの連絡はない。

Ｃａｓｅ５　ボンネットのひずみは作業ミスが原因で
はないか
平成31年４月10日　宮崎県　男性
車名：乗用車　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
２年程前にＡ整備工場で右フロントフェンダー付近

の板金修理をしたが、今年３月頃からボンネットにひ

ずみを生じたのでＢ整備工場に持ち込んだところ、「右

側ヘッドライトの下側取付爪部が正規の位置に収まっ

ておらず、ハウジングの上側に乗っかるような無理な

取付がされ、ヘッドライト上部の取付ステーが折損、

その結果、ヘッドライトが浮いてひずみが生じたので

はないか」と指摘された。事実、ヘッドライトを新品

と交換するとひずみはなくなり、正常な状態に戻った。

このため、このひずみの原因はＡ工場の作業ではない

かとＢ工場に尋ねたが、「そのことは当社では判断で

きない」と言われた。振興会にこの原因を特定しても

らえないかという相談。
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【対応】
初めに、当会は不具合の原因を特定する立場ではな

いことを説明したが、相談者は聞く耳を持たず、「と

にかく車を持ち込むので見て欲しい」と一方的に言う

ので、「車を持ってこられても、現状は正常な状態に

戻っているのだから、どうしようもない。そもそも、

先にもお伝えしたように当会はそのような立場ではな

い」と伝え、「なぜ、初めにＡ工場ではなく、Ｂ工場

で点検してもらったのか」と尋ねると、「Ａ工場に話

をしたが、責任を認めないのでもう話をしたくない。

だから振興会で原因の特定をしてもらいたい」と言う

ので、「それはできない」とお断りした。相談者の了

承を得てＡ工場に事実確認をすると、「２年前に作業

をしたのは間違いない。Ｂ工場が撮った作業前写真で

不具合は確認できるが、あのような状態のまま納車す

ることは絶対に有り得ないし、不具合が発生する前に

車検のためＣ工場で車検整備をしており、もし取付が

悪いままヘッドライトの検査を実施すれば、その時に

必ず気付くレベルの不具合である。しかも、現車には

エンジンルーム内にＬＥＤテープで装飾が施されてお

り（車検後に取付か？）、当該ヘッドライトの下側に

配線が取り回されているようだった（実施者は不明）。

そのような状況では、当社での作業が原因とは認めが

たい。当社としてもお客様に納得してもらおうと連絡

をしていたが、全く音信不通なのでどうすることもで

きない」とのことだった。後日、相談者が「車を見て

くれ」と再び電話をかけてきた。別の職員が電話を受

けたので、担当者に代わると伝えると、「代わらなく

ていいから、とにかく見てくれ」、「車を持って行くの

で宜しく」と一方的に言われて、切られてしまった。

数日後、その相談者と以前付き合いがあったという会

員工場の事業者がお見えになり、「振興会で原因の特

定をしてもらえないだろうか」と相談されたが、今回

の件には対応できない旨を説明してご理解いただい

た。相談者にもそのことを説明して欲しいと、こちら

からお願いをして対応を終えた。その後、相談者から

の連絡は入っていない。

Ｃａｓｅ６　中古車販売店で購入した車両に不具合が
あった
平成31年４月15日　兵庫県　男性
車名：二輪車　　登録年月：不明
走行距離：32,000㎞

【相談】
他県にある大手二輪販売店で20年前の中型バイクを

購入したが、納車時から不具合があり、その後も色々

と不具合が多く、その都度保証で修理してくれている

が、そろそろ保証の期間が切れてしまう。今後の修理

は有償になるのか、こんなに不具合が出る車両は大丈

夫なのか、という問い合わせ。また、この販売店に通

うのも段々辛くなってきたので、兵庫県内の整備工場

を紹介して欲しいという要望。

【対応】
先ずは振興会の立ち位置や成り立ちを説明し、でき

ること、できないことを理解していただき、詳細を聞く

ことから始めた。検索してみると他府県の会員工場で

あった為、こちらからは問い合わせすることはできな

いが、他府県の整備振興会への相談の取次ぎは可能と

伝えた。こちらからのアドバイスとしては、以前にも

初期不良があまりにも多い車両で、販売事業者と交渉

をして６ヶ月の保証期間を延長して１年間に変更して

もらえた実例があったことを伝えた。また、兵庫県内

の事業所についてはいつでも紹介はできるが、保証期

間内は購入した販売店へ相談をしていただき、保証の

範囲になるか等、整備内容によって選択していただく

よう伝えた。相談者はせっかく買った車両なので、粘

り強く交渉して整備してもらい、がんばって乗ってい

くと言っていた。その後、お礼を言って電話を切った。

Ｃａｓｅ７　３年目の車検を終えてもブレーキの異音
が消えない
平成31年４月17日　大阪府　女性
車名：不明　　登録年月：不明　　走行距離：不明
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【相談】
新車を購入したディーラーにメンテナンスを全て任

せている。購入時から、ブレーキペダルを踏むと室外

で「ゴーン！」「カーン！」「カチン！」とその時によっ

て違う音がするので、何度もディーラーに入庫してい

るが改善されない。今回、車検（３年目）時にも、そ

の不具合の確認をお願いしたが、現象が確認できず様

子見と言われた。納得できないので強く抗議し、ディー

ラーの支店長を同乗させて試運転をしたが、異音は確

認されなかった。以前には、異音を録音したドライブ

レコーダーの記録とＩＣレコーダーを聞いてもらった

が、「溝板を踏んだ音でしょう」などと言われ、最後

には「奥さんの勘違いでしょ」と無かったことにされ

た。私は何十年も車を運転しており、溝板の音を聞き

間違ったりしない。どこかに相談しようと調べ、振興

会に電話した。

【対応】
振興会の立ち位置を説明し、ディーラーに事実確認

することの承諾を伺ったところ、「近々ディーラーか

ら同乗試運転の連絡が入ります。その対応次第で、ま

た電話します」と言われ、電話を切られた。その後連

絡なし。どういう操作の時に音が出やすいか、どの位

の頻度で出るのか、長距離なのか短距離なのか、温間

か冷間か等を聞いても、相談者は説明できない。ただ

「ブレーキを掛けたら時々異音がする」というだけで

は、ディーラーも再現するのが難しい案件なのだろう

と感じた。

Ｃａｓｅ８　不具合が直っていないので、修理費を払
いたくない
令和元年５月８日　東京都　男性
車名：乗用車　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
アイドル不安定でチェックランプも点灯したため、

ディーラーに入庫。スパークプラグとイグニッション

コイルの交換を行った。修理完了後、帰路にて不具合

が改善されていないことに気付き、再度ディーラーに

行ったが、予約一杯のため後日整備となった。受付時

に「これで直る」と言われたのに、直っていないので

修理費を払いたくない。

【対応】
相談者に確認すると、受付時の会話が曖昧のため「こ

れで直る」と確約したかは不明。通常、不具合の原因

をいくつか想定して料金などを提示したうえで、協議

して修理に取り掛かると回答。改めてディーラーと話

し合うことになった。
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〒７９１－００５４
　愛媛県松山市空港通６丁目10－1
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スキャンツール活用事業場認定制度がスタートしました
　平成25年４月１日よりスキャンツール活用事業場認定［コンピューター・システム診断認定店］
の申請が始まります。認定事業場には下記ツール（のぼり、卓上盾、看板）の掲示が可能となり、
お客様に事業場をアピールするツールとして、ご活用いただけます。

認定要件　①スキャンツール応用研修修了者
　　　　　　又は、一級小型自動車整備士が１名以上勤務していること。
　　　　　②スキャンツールを保有していること。

（J-OBD Ⅱ対応、DTC の読み取り・消去、作業サポート、フリーズフレームデータ、
データモニター、アクティブテストの機能を有するもの。）

　　　　　③ FAINES 通常会員に加入していること。
　　　　　④振興会会員であること。
　　　　　⑤上記ツール（のぼり、卓上盾、看板）のどれか一つ以上の購入

申請に必要なもの
　　　　　・申請用紙⇒ホームページ又は、次ページをコピーしてください。
　　　　　・スキャンツールの写真
　　　　　・応用研修修了証又は一級小型自動車整備士の合格証の写し（コピー）
　　　　　　＊認定には数日お時間をいただきますので、あらかじめご了承ください。

のぼり（W600㎜× H1,800㎜）
2枚一組、竿無し 1,905円（税抜）

卓上盾（W180㎜× H240㎜）
2,857円（税抜）

看板（W600㎜× H498㎜）
4,333円（税抜）

整
　
　
備
　
　
士

事
　
　
業
　
　
場

申し込み 申請

認定修了証

都　道　府　県　自　動　車　整　備　振　興　会

スキャンツール
活用研修会の開催

◦基本研修（24年４月〜）
◦応用研修（25年４月〜）

認定審査（25年４月〜）

◦応用研修修了者又は
　一級自動車整備士
◦スキャンツール保有
◦ FAINES 加入

研修修了証の交付 コンピュータ・システム
診断認定店

スキャンツール活用事業場認定制度フローチャート
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	 NO　　　　　　　　　

スキャンツール活用事業場認定申請書
［コンピューター・システム診断認定店］

令和　  　年　  　月　  　日

住所	 電話番号

	 認証番号

事業場名	 ㊞　  FAINES 会員番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．応用研修修了者又は一級整備士【応用研修修了証又は一級整備士合格証書のコピーが必要となります。】

応用研修修了者又は一級整備士

氏名
応用研修修了証番号又は一級整備士合格証

番号

２．保有スキャンツール【写真が必要となります。】

メーカー名　　　　　　　　　　機種名 シリアル NO

　保有する機能に○をつけてください。

J － OBD Ⅱ対応 データモニター フリーズフレームデーター

DTC 読み取り・消去 作業サポート アクティブテスト

３．認定ツール【１つ以上の購入が必要となります。】

看板（N43720024）

４，３３３円（税抜）

卓上盾（N43710024）

２，８５７円（税抜）

のぼり旗（N43730024）

１，９０５円（税抜）

枚 枚

（２枚一組・竿なし（注））

セット

　＊ツール代金は後日、商品と引き換えでいただきます。

　＊振興会記入欄

振興会認定日

令和　　　　年　　　　月　　　　日

備考

愛媛県自動車整備振興会
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技術相談窓口相談ルール厳守のお願い
並びに厳守事項と依頼書の一部変更について

平成29年９月１日に各ディーラー技術相談窓口担当者と振興会技術委員会委員による「技術
相談窓口担当者意見交換会」を開催しました。

その際、各ディーラー相談窓口の実態と要望を伺ったところ、次の通り現状は、各担当者か
ら同じような実態と要望がありましたので、再度次ページの『技術相談にあたっての厳守事項』
を確認のうえ、相談をお願いします。

今回、『技術相談にあたっての厳守事項』と『整備技術相談依頼書』の一部変更しましたので、
併せてお知らせします。なお、アンダーライン部分が変更箇所となります。

各ディーラー技術相談窓口の現状

・ＦＡＸなしで電話での問い合わせが非常に多い。
→回答するための資料などが準備できないため、回答に時間がかかってしまいます。また、

車両情報がなければ装備などもわからないため、どこを確認すればいいかの範囲が広くなっ
てしまいます。

・現車の点検、確認等を行わず、症状だけで答えを聞いてくる。
→担当者が実車を確認しているわけではないので、不具合部位の推定範囲を小さくするため

に、点検内容や問診内容が重要になります。その情報が少ないほど推定範囲は広くなります。
車の部品個数は約５万にもなります。その中から少しでも推定範囲を小さくしたいもので
す。

・相談時間外（昼休みや夜の業務時間外など）に問い合わせがある。

・問い合わせ者の都合で時間をせかされる。
→担当者の業務は相談窓口の対応だけではありません。自社の仕事を行いながら平行して相

談にのっていただいております。同時に行う業務も多数あります。時には出張もあります。
相談者の先にお客様が待っているのも知っています。相談者には相談者の、担当者には担
当者の都合があります。相談者、担当者、どちらも少しでも円満に話がすすむように、また、
ユーザーにご不便をかけないためにも、ルールを守りましょう！

厳守事項

ＦＡＸ前に担当者にＦＡＸを送る事を電話で伝え、ＦＡＸを送る。

ＦＡＸが届かない場合は、相談に応じません。

＊ 相談後は、結果を報告しましょう！  担当者も人間です。相談ルールを守り、結果の報告が
あれば、次回も丁寧に相談にのっていただけるでしょう！
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必ず守ってください！

技術相談にあたっての厳守事項

厳守事項を守らない方は、技術相談に応じられません。

１．事前に相談窓口担当者に電話し、これから『技術相談依頼書』（別紙）を FAX する

ことを伝えます。その際に 社名、担当者名 を申し出てください。ＦＡＸ
による事前相談がないと、相談に応じられません。

２．事前に 基本点検、ダイアグ診断 等を備え付けの整備マニュアルや技術

資料又はＦＡＩＮＥＳ（ファイネス：整備情報システム）で確認して点検を行い、『技

術相談依頼書』に必要事項（点検結果等）をもれなく記入し、相談窓口担当者にＦＡ

Ｘしてください。

３．相談は、上記２．で基本点検、ダイアグ診断等を行った、整備主任者、２級整備士で 

技術に関して詳しい方 が行ってください。

４．相談時間帯は、 午前10時～午後４時 までとし、昼食時（12時〜13時）は

避けること。

５．相談内容は、原則として 15分以内 で行うこととします。

６．担当者が休みの場合があります。予めご了承ください。

７．取扱車種以外の相談、質問はしないでください。

８．タイミングベルト 及び セキュリティー関係（イモビライザ、スマー

トキー等）の相談は お断りします。（タイミングベルトは、商工組合でマニュ

アルをお買い求めいただくか、ＦＡＩＮＥＳにご加入ください。）

９．諸元・基準値及び整備料金に関する相談は、お断りします。

10．フリーダイヤルでの技術相談はお断りします。

11．整備マニュアル等自動車メーカーの著作物をコピー、ＦＡＸすることは自動車メー

カーの著作権を侵害する恐れがありますので、相談に当たって、これらを要求する

ことは厳に慎んでください。

12．相談後は、相談窓口担当者に結果報告とお礼のＦＡＸをしてください。
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Ⅳ．
整備技

術

関係情
報

当該技術相談は（一社）福岡県自動車整備振興会の
ご協力により情報提供を受けたものです。
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Ⅴ

街頭検査実施結果のお知らせ
　愛媛運輸支局、警察、自動車技術総合機構及び振興会支部会員の皆様方のご協力により
街頭検査を実施し、整備不良車、違法改造車の排除と「自動車の保守管理責任の啓蒙と点
検整備の重要性、必要性等」の指導を行いましたので、下記の通りご報告いたします。

◦◦　お疲れ様でした　◦◦
実施日時　　令和元年８月８日（木）　14時00分～16時00分
実施場所　　西予市宇和町伊賀上　国道56号線　江良検問所
協力支部　　西予支部（宇和ブロック）
出動人数　　国土交通省２名、警察４名、自動車機構１名、振興会会員10名
　　　　　　振興会事務局１名

合計出動人数　18名

検査車両数　　　　　　　  101台
不良車両数　　　　　　　　６台	 …………不良車両数の割合5.9％
整備命令交付車両数　　 　０台
検査証有効期間切れ車両数	 ０台
定期点検整備未実施件数	 36件……未実施車両数の割合35.6％
特種車両警告書件数	 ０件
整備不良車両関係（口頭警告件数）	 ６件　　車両法第54条
整備不良車両関係（命令交付件数）	 ０件　　車両法第54条
不正改造車両関係（口頭警告件数）	 ０件　　車両法第54条の２
不正改造車両関係（命令交付件数）	 ０件　　車両法第54条の２

装置別の保安基準不適合箇所数内容
◦走行装置　　　　　　　４件
◦電気・灯火類　　　　　２件	 ※合計不良箇所件数　   ６件
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Ⅵ．
統 計

・

資料関
係 令和元年度　検査台数報告

（令和元年７月分）

登録自動車

令和元年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

７月 464 629 18,296 2,340 18,760 2,969 67,518 11,244

対前年同月比 116.0% 108.4% 119.7% 110.4% 119.6% 110.0% 113.4% 106.3%

前年同月 400 580 15,281 2,119 15,681 2,699 59,552 10,579

軽自動車

令和元年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

７月 490 267 14,922 2,981 15,412 3,248 58,112 12,888

対前年同月比 91.9% 87.8% 113.3% 104.3% 112.5% 102.7% 107.4% 101.6%

前年同月 533 304 13,170 2,859 13,703 3,163 54,109 12,683

登録車・軽

令和元年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

７月 954 896 33,218 5,321 34,172 6,217 125,630 24,132

対前年同月比 102.3% 101.4% 116.8% 106.9% 116.3% 106.1% 110.5% 103.7%

前年同月 933 884 28,451 4,978 29,384 5,862 113,661 23,262
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四国の自動車保有台数と販売状況（速報）
令和　  年　  月の元　 ７

四国運輸局

徳　　島 香　　川 愛　　媛 高　　知 計

検
　
　
　
査
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 315,029 403,055 490,881 254,111 1,463,076
前 月 末 車 両 数 314,337 402,816 490,330 253,458 1,460,941

登
　
録
　
自
　
動
　
車

新
　
規
　
登
　
録

新
　
車

前　 月 1,543 2,059 2,509 1,289 7,400
当　 月 1,664 2,157 2,689 1,362 7,872
前 月 比 107.8 104.8 107.2 105.7 106.4

中
　
古

前　 月 468 641 762 337 2,208
当　 月 507 697 775 383 2,362
前 月 比 108.3 108.7 101.7 113.6 107.0

計
前　 月 2,011 2,700 3,271 1,626 9,608
当　 月 2,171 2,854 3,464 1,745 10,234
前 月 比 108.0 105.7 105.9 107.3 106.5

抹 消 登 録 1,790 2,448 2,944 1,361 8,543
管 轄 変 更（ 入 ） 674 1,259 1,377 471 3,781
管 轄 変 更（ 出 ） 920 1,522 1,542 784 4,768

小 型 二 輪 車　 増 減 69 94 85 57 305
当 月 末 車 両 数 314,541 403,053 490,770 253,586 1,461,950

対 前 年 同 月 比 99.8 100.0 100.0 99.8 99.9
対 前 月 比 100.1 100.1 100.1 100.1 100.1

軽
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 309,332 387,762 534,476 312,271 1,543,841
前 月 末 車 両 数 309,996 390,373 537,304 312,869 1,550,542

検
査
対
象
軽
自
動
車

届
　
　
　
　
　
出

新
　
車

前　 月 1,292 1,939 2,435 1,541 7,207
当　 月 1,365 1,865 2,176 1,397 6,803
前 月 比 105.7 96.2 89.4 90.7 94.4

中
　
古

前　 月 442 518 735 486 2,181
当　 月 501 568 757 478 2,304
前 月 比 113.3 109.7 103.0 98.4 105.6

計
前　 月 1,734 2,457 3,170 2,027 9,388
当　 月 1,866 2,433 2,933 1,875 9,107
前 月 比 107.6 99.0 92.5 92.5 97.0

検 査 証 返 納 1,432 1,945 2,400 1,301 7,078
転 入・ 転 出 52 －46 66 －183 －111

軽 二 輪 車　 増 減 37 61 95 60 253
当 月 末 車 両 数 310,519 390,876 537,998 313,320 1,552,713

対 前 年 同 月 比 100.4 100.8 100.7 100.3 100.6
対 前 月 比 100.2 100.1 100.1 100.1 100.1

総
　
合
　
計

前 年 同 月 末 車 両 数 624,361 790,817 1,025,357 566,382 3,006,917
前 月 末 車 両 数 624,333 793,189 1,027,634 566,327 3,011,483
当 月 末 車 両 数 625,060 793,929 1,028,768 566,906 3,014,663

対 前 年 同 月 比 100.11 100.39 100.33 100.09 100.26
対 前 月 比 100.12 100.09 100.11 100.10 100.11

小型二輪車増減欄は、当月の小型二輪車の増減車両数の差引値
検査対象軽自動車の転入・転出欄は、当月の検査対象軽自動車の転入・転出による増減車両数の差引値
軽二輪車増減欄は、当月の軽二輪車の転入・転出による増減車両数を除いた増減車両数の差引値（速報値）
総合計の対前年同月比及び対前月比は、変化が小さいため小数点以下第２位まで算出している
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